
 

 

   

   

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 奥州市水沢区佐倉河天井町2-2 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 12 社（原木供給／2 社、製材／2 社、建材流通／2 社、プレカ
ット／2社、設計／2社、施工／2社） 価格帯 1,500～2,000万円 

代表者名 菊池幸修（岩手共販株式会社代表取締役） 価格の基準面積 105㎡ 

主な受賞歴等  価格に含まれない 
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
菊池智恵 
[メール] lifame@iwakyo.co.jp 
[電話] 0197-22-2040 [ＦＡＸ] 0197-25-3180 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.iwakyo.co.jp/   

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
長寿命にこだわった高品質な家づくり 
●エネルギーを極力使わず、エネルギーを生み出し、永く暮らすための今も
っともＥＣＯな家。 
●家の寿命を２００年にしたいという目標値のもとに設計されており、十数
年後のメンテナンスを視野に入れた外壁、住む人の健康に配慮した壁紙、
使い込むほどに美しさが増す無垢の床材、さらには太い柱やたしかな構造
計算がもたらす地震対策も万全である。 
●メンテナンスにかかる費用の低減化も実現。３５年後をひとつの目安に、
そこまでにかかる費用を一般住宅と比較すると、1,000 万円以上浮かせる
ことができる計算になる。 
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岩手共販株式会社 
岩手県：奥州市・北上市・花巻市・一関市・西磐井郡 
[グループの特徴とメッセージ] 
●幅広いグループ構成により、平時よりも一層の住宅需要に対応することが可能な体制を整えております。 
●長期優良住宅対応の参考プランを元に、お客様のご要望に沿った間取りや仕上材などにお応えし、変更が可能となっております。
●私たちは、地域型復興住宅の生産供給を通じて、被災者の住宅再建や地方公共団体の災害公営住宅建設に寄与します。 
●又、地域における雇用の創出や産業振興に貢献したいと考えております。 

岩手県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。


